
佐久市総合計画審議会 第２部会（第１回） 会議録 

日時：平成 29 年９月 14 日（木） 

午前 10 時～ 

場所：佐久市役所 602 会議室 

【出席者】相馬部会長、渡辺副部会長、柳沢委員、松井委員、丸山委員 

【事務局】土屋企画課長、若林課長補佐、大井（実）、中村 

 

１ 開 会 

２ 議 事 

（１）佐久市まち・ひと・しごと創生総合戦略の進行管理について 
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【基本目標①・②・地方創生関係交付金事業】進行管理について 

 

【資料１】１総合戦略について、２総合戦略の進行管理について、３会議の

流れについて 

【資料２】目標の進行管理について、評価報告書の見方について 

 

今回は、平成 27 年度及び平成 28 年度の実績評価についてご意見をいただ

きますが、中間評価であることから、審議の視点として、ＫＰＩの推移や事

業の成果から、「当該事業は地方創生の実現に当たり効果がある」、あるいは、

「当該事業はこうしたら効果が上がるのではないか」といったご意見をいた

だきたいと思います。 

また、今後、評価報告書を市民の皆様に公表していきますので、言葉や表

現など分かりにくいものがあれば、ご指摘いただければと思います。 

 

ここまでの説明で、質問等はありますか。 

それでは、評価報告書５ページから説明をお願いします。 

 

【基本目標①】（１）地域産業の競争力強化 

ア 市内企業の成長の支援（P５） 

イ 農林水産業の生産性向上とブランド化の推進（P６）について説明 

 

 評価報告書５ページ、（１）アのＫＰＩ「製造品出荷額」は、現時点では

未公表となっていますが、市内経済の状況から見るといかがでしょうか。 

 

設備の融資に係る相談件数は増えているので、製造品出荷額も増加してい

ると考えられます。 
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この製造品出荷額の数値は、どういったものが集計されているのでしょう

か。 

工業統計調査の結果の公表時期は遅くなりがちですので、もう少し早期に

足元で取れるような調査等をＫＰＩに取り入れるのもよいかと思われます。 

 

製造品出荷額については、本社の所在に関わらず、市内の工場での出荷額

から計算しています。 

もう少し具体的な数字等を入れていけば、市民の皆様にも分かりやすくな

るとかと思いますので、その辺りも検討させていただきます。 

 

他にご意見等ございますか。 

ないようですので、これらについては部会の意見として取り扱うこととし

ます。 

 

（異議なし） 

 

それでは、次の説明をお願いします。 

 

【基本目標①】（１）地域産業の競争力強化 

ウ 地域資源を活用した観光・交流の促進（P８） 

エ エネルギーの地域内循環システムの構築（P９） 

オ 健康長寿ブランドの構築と国際展開（P10）について説明 

 

評価報告書８ページ、ウのＫＰＩ「観光客入込数」ですが、この数値には

外国人観光客や宿泊客数も含まれているのでしょうか。 

 

県の観光地利用者統計調査より、外国人を含む日帰り客数と宿泊客の延数

の合計値を引用しています。 

今年度は信州ディスティネーションキャンペーンを開催しており、市でも

観光客誘致に力を入れています。他市もそれに追随する形を取っているの

で、平成 29 年の観光客数は伸びるのではないかと考えられます。 

 

評価報告書９ページ、エの自然エネルギーですが、利用促進のための補助

制度はありますか。 

 

事業所や家庭用の太陽光パネルの設置については、補助制度があります。 
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また、その他に木質バイオマスボイラーやペレットストーブの購入及び設

置経費に対する補助も行っています。 

 

市内でペレットストーブやペレット燃料の製造をしている企業等はあり

ますか。 

 

ペレットストーブそのものを製造する企業は市内にありません。 

ペレット燃料については製造している市内企業もあり、補助も活用されて

います。 

 

よろしいでしょうか。 

それでは、事務局より次の説明をお願いします。 

 

【基本目標①】（２）首都圏等からの人材還流及び佐久市における人材育成・

雇用対策 

ア 新規就農・就業の促進（P11） 

イ 技能・知識の獲得の支援（P11） 

ウ 多様な人材の雇用促進（P12）について説明 

 

評価報告書 11 ページ、イのＫＰＩ「資格取得支援事業」について、取得

する資格にはどのようなものがありますか。国家試験を受けて取得する資格

でしょうか。申請があまりないのは告知が少ないからでしょうか、みなさん

あまり知らないのではないかと思われます。 

 

国家資格に限らず、その仕事に必要な資格が対象となり、例えば介護も含

まれます。 

 

評価報告書 12 ページの「ウ 多様な人材の雇用促進」ですが、生涯活躍

のまち（日本版ＣＣＲＣ）の構築を現在進めている中で、市としてはどのよ

うな雇用に繋げていきたいとお考えですか。 

 

50 代くらいのアクティブシニア層は、働く場を求めてくる方もいるでしょ

うし、仕事以外で活躍できることを求めてくる人もいると考えています。今

はどういったニーズがあるか、どのようなコンテンツが用意できるかについ

て研究をしているところです。 
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同ページの主な成果「移住者の雇用に対する補助」について、補助対象者

となる方は、例えば親の介護で帰ってくるという人も対象になりますか。 

 

当該制度での移住者は、「平成 26 年４月１日以降に本市に転入し、市の住

民基本台帳に登録された方で、その転入の日から起算して過去５年以内に佐

久広域市町村の住民基本台帳に登録されたことのない方」としています。で

すので、介護で帰って来られる方も対象となり得ます。 

 

ＫＰＩ「移住者雇用対策事業による移住者雇用件数」の平成 31 年度の目

標値は、生涯活躍のまち（日本版ＣＣＲＣ）によるシニア層の移住も考慮し

た数値でしょうか。 

 

当該事業の対象者としては、雇用日において年齢が満 65 歳未満の方を対

象としています。 

 

他にありますか。 

ないようですので、ここまでの意見を部会の意見として取り扱うこととし

ます。 

 

（異議なし） 

 

それでは、次の説明をお願いします。 

 

【基本目標①】（３）ＩＣＴ等の利活用による地域産業の活性化 

ア 民間企業等のＩＣＴ活用による効率化と付加価値向上の促進（P12）に

ついて説明 

 

市におけるサテライトオフィスの受け入れ体制等はどのような状況でし

ょうか。体制が十分に整備されていないと、実績も伸びないと思われます。 

 

現状では、補助制度のみとなっています。 

今後は受け入れ体制の整備とともに、市の魅力をより一層ＰＲしていく必

要があると考えております。 

 

他に質問はよろしいでしょうか。 

それでは、ここまでの意見を部会の意見として取り扱わせていただきま



 

 

 

 

部会長 

 

事務局 

 

部会長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

部会長 

す。 

 

 （異議なし） 

 

 それでは、次の説明をお願いします。 

 

【基本目標①】数値目標（P５）について説明 

 

ご意見のある方はいらっしゃいますか。 

ないようですので、事務局より次の説明をお願いします。 

 

【基本目標②】（１）移住・交流の促進 

ア 交流・観光・移住のためのプロモーションの実施（P13） 

イ 移住定住促進のための体験機会の提供と経済的支援（P14） 

ウ 地域おこし協力隊の導入（P14） 

エ 生涯活躍のまち（日本版ＣＣＲＣ）の構築（P15）について説明 

 

評価報告書 14 ページの主な成果「移住促進サポートプラン」について、

概要を教えてください。 

 

本年度の補助要綱に基づき申し上げますと、市に移住し住宅を購入した場

合、新築ですと最高 40 万円の補助金の交付を受けることができます。 

また、土地を含め、中古物件の場合は最高で 20 万円の補助金の交付、そ

の物件が空き家バンクに登録してある場合は 20 万円が加算され、さらに、

当該物件を改修した場合は 10 万円加算されます。 

この他、移住者に中学生以下の子どもがいると、一人当たり 10 万円を加

算する等、若い世代の呼び込みもやっております。 

さらに、新幹線を利用した通勤への補助制度として、年間 30 万円の補助

が最大３年間、交付されます。 

 

ただ人口を増加させればいいというわけではなく、移住する皆さんに納得

してもらえるような取組を進めていくことが大事かと思います。 

 

ご意見は担当課に伝えさせていただきます。 

 

よろしいでしょうか。 
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ここまでの意見については部会の意見として取り扱わせていただきます。 

 

（異議なし） 

 

それでは、次の説明をお願いします。 

 

【基本目標②】（２）企業等の誘致、企業等による地方採用・就労の拡大 

ア 企業や政府関係機関の誘致（P15） 

イ 遠隔地勤務等の新たな事業所立地の支援（P16）について説明 

 

意見といたしましては、評価報告書の 15 ページ、ＫＰＩの今後の方針欄

にも記載がありますけれども、工業団地を早く作っていただきたいと考えて

います。 

 

場所についてはいつごろ決定するのでしょうか。 

 

今回の議会の中でも質問がありましたが、年内には決めたいと答弁してお

ります。 

 

その他意見等はよろしいでしょうか。 

ここまでの意見については、部会の意見として取り扱うこととします。 

 

（異議なし） 

 

それでは、次の説明をお願いします。 

 

【基本目標②】（３）若者の市内企業への就職促進と人材育成 

ア 地元出身学生の定着・Ｕターンの促進（P16） 

イ 学生等への市内企業のＰＲ支援（P17） 

ウ 地域産業を担う人材の育成支援（P18）について説明 

 

なお、評価報告書 18 ページのウのＫＰＩ「佐久大学・佐久大学信州短期

大学部からの地元企業等への就職者数」について、平成 26 年度の基準値を

44 と表記していますが、改めて調査した結果、36 であったため、訂正させ

ていただきます。 
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評価報告書 17 ページの「イ 学生等への市内企業のＰＲ支援」について、

地元の大学を出て、地元の企業に就職していただくのが一番いいのですが、

働く場所や魅力等の問題で難しいのでしょうか。 

 

戦略ということで、今までは新しい取組を強めに打ち出してきましたが、

既存の取組である、地元で開催している就職説明会・面接会等についても同

様に重要であることから、総合戦略へ当該事業を記載するとともに、ＫＰＩ

の修正についても検討させていただきます。 

 

働く場所に魅力を感じられないようであれば、いくらＰＲをしても効果を

感じることが難しいと思います。 

佐久市は自然環境も豊かで、通勤等においても交通網が整備されており、

利便性が高いと思います。このような特徴を強く打ち出したＰＲをしていた

だけるといいと思います。 

 

よろしいでしょうか。 

ご意見については、部会の意見として取り扱うこととします。 

 

（異議なし） 

 

 それでは、基本目標②の数値目標の説明をお願いします。 

 

【基本目標②】数値目標（P13）について説明 

 

意見等のある方はいらっしゃいますか。 

よろしいでしょうか。それでは、次の説明をお願いします。 

 

【平成 28 年度 地方創生関係交付金の実施結果】 

（1）地方創生加速化交付金活用事業 

ア 交流と協働で織りなす夢をかなえるまちコンパクトシティ臼田と 

CCRC 事業の構築（P38） 

イ ジャパンブランド「健康長寿」推進事業～”SAKU Health-care model”

の構築・展開を目指して～（P38） 

（2）地方創生推進交付金活用事業について、資料を元に説明 

ア 交流と協働で織りなす夢をかなえるまちコンパクトシティ臼田と 

CCRC 事業の構築（P40） 
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イ ジャパンブランド「健康長寿」推進事業～”SAKU Health-care model”

の構築・展開を目指して～（P40）について説明 

※各事業の主な成果については、ア：P15、イ：P10 に記載しています。 

 

評価報告書 38 ページのアの１つ目のＫＰＩの「移住促進センターにおけ

る佐久市への移住に関する相談件数」ですが、当該施設の配置場所を教えて

ください。 

 

平成 28 年度までは東京駅の八重洲口近くにありましたが、今年度から有

楽町にある交通会館の近くに移転しました。 

 

他に意見等ございますか。 

 

それでは、全体を通して、ご意見等ございますか。 

ないようですので、【基本目標①、②、地方創生関係交付金】についての

意見は、事務局において取りまとめ後、部会長一任とさせていただいて宜し

いでしょうか。 

 

（異議なし） 

 

本日いただいた意見は、他の部会で出た意見と一緒にまとめさせていただ

いて、まとめたものを委員の皆様にお返しさせていただきます。 

（2）その他 

次回：「第一次総合計画進行管理について」 

９月 26 日（火）午後１時 30 分から 


